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多職種のアイデアと情熱で

　姫路・西播支部は７月 30 日、第 26 回支部総会を開催。「楽しい褥瘡対策チームを
たちあげよう！～明日から役に立つ褥瘡ケアのはなし」をテーマに神戸協同病院副院
長の石川靖二先生が記念講演し、会員・スタッフら 72 人が参加した。役員改選では、
新たに桃井健仁先生、広田勝之先生を評議員に選出した。

（２面に感想文、３面に役員一覧）

第 26 回支部総会・記念講演会を開催
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日  時　  2011 年９月 15 日 ( 木 ) 　午後３時～５時

会  場  　姫路キャッスルホテル２F 松竹の間　
　（姫路市三左衛門堀西の町 210 番地　tel079-284-3311、JR 姫路駅より徒歩約 10 分）

講　師　支払基金兵庫支部係長　南　鉄雄 氏

参加費　 無料        　　
定　員　50 人（先着順）
共　催　株式会社エムシーシステム（医療機器展示会　併設）
　※同会場で、株式会社エムシーシステムによる電子カルテ、
　　レセプトコンピュータの展示会 (11 時～ 20 時まで ) を開催いたします

　民主党政権は、「事業仕分」にて「国保連合会と支払基金の統合等」と「査定と手数料との連動」
を見直せとせまりました。それを受けた支払基金は、生き残りをかけて、審査においてコンピュー
タの機能を最大限活用したシステムの構築を始め、レセ電によるレセプトの審査強化を強めら
れています。その状況で基金職員として働いて感じること、問題点、レセプト請求の注意点も
含め、支払基金兵庫支部係長の南氏にご講演いただきます。
　また、同会場では株式会社エムシーシステムによる電子カルテ、レセプトコンピュータの展
示会を開催いたします。審査・指導問題にご関心のある先生、電子カルテ導入をご検討の先生
はぜひご参加ください。

　　市町名 (　　　　　　　)　　　医療機関名 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)              　    

　　お名前 (　　　　　　　　　　　)　　

　　電話番号 (　　　　　　　　　　　　　)　　　FAX 番号 (　　　　　　　　　　　　　)　

兵庫県保険医協会姫路 ･ 西播支部　

審査対策研究会 (9/15) 参加申込書

お問い合せ先：TEL：078-393-1807（事務局・小西、岡本）まで

レセプト電子送信時代の審査対策
兵庫県保険医協会 姫路 ･ 西播支部   審査対策研究会のご案内

FAX 078-393-1802

～支払基金における審査の現状と問題点～
兵庫県保険医協会姫路・西播支部長　宗実　琴子

[ 講師略歴 ]1971 年支払基金兵庫支部に入所、係長として現在も兵庫支部で

勤務。2000 年より全国診療報酬支払基金労働組合中央執行委員長、2010 年

より中央執行委員。
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　今まで褥瘡は暗いイメージとされてきた。脳梗塞、糖尿病などを有する高齢者が寝
たきりになり、栄養状態も悪くて、その上に長時間圧迫された部位の循環不全をもた
らし、局所組織壊死と潰瘍が形成された状態。在宅と特別養護老人ホームの入所者に
見られる。いったん褥瘡が発生したら、なかなか治らない。毎日回診する時に、スタッ
フが悩まされている。
　このたび、石川先生の講演会「楽しい褥瘡対策チームをたちあげよう！」に参加さ
せていただき、褥瘡に対する古い観念が改まった。
　まず、褥瘡対策委員会を立ち上げ、できるだけ楽しく、明るく学んで治療していく。
　その中で、特に感銘したのは、「ＦＩＳＨ哲学」の観念。一つ目は遊び心を忘れない。
二つ目は、お客様を楽しませること。三つ目は、お客様と向き合う。四つ目は、態度
を選ぶ。すばらしい哲学だと思われる。褥瘡治療の従来の暗い雰囲気を一転させた。
　治療チームが楽しい気持ちで寝たきりの患者と向き合うことは、まるで暗闇に一線
の光が差した感じ、患者とスタッフ全体に希望と目標を生み出した。
　傷の治療の新しい知識も紹介された。褥瘡が治癒するまでに黒色期、黄色期、赤色期、
白色期などの時期をたどってくる。しかも各時期に使用する軟膏も違う。
　その他、自己考案されたゴム輪結紮法、シートン結紮法の応用も実践的だった。
　主催者の皆様に感謝いたします。

楽しい気持ちで褥瘡に向き合う
支部総会記念講演　感想文

宍粟市　広田　勝之

　姫路・西播支部も加盟する西播社会
保障推進協議会（西播社保協、会長・
宗実琴子姫路・西播支部長）は７月
31 日、第 21 回定期総会を開催した。
64 人が参加し、国民健康保険制度改
善および子どもの医療費無料化を中心
課題に自治体キャラバンなどを通じて
西播地域の社会保障改善に取り組むと
した新年度方針が承認され、会長に宗
実支部長、幹事に高森信岳姫路・西播
支部副支部長が再任された。
　記念講演として、日本共産党中央委員会・政策委員の谷本諭氏が「社会保障と
しての国保を取り戻すために―過酷な国保行政にどう対抗するか―」をテーマに
講演。高すぎる国保料や保険料滞納者への子ども手当の差し押さえなどの過酷な
実態に対し、各地の署名運動などにより制度改善につながる政府の通達・通知な
どが出されている実例を詳しく紹介し、活用を呼びかけた。また、国保は国保法
で明確に「社会保障」と規定されていると強調し、「いまこそ国保再生の広範な共
同を作り上げよう」と呼びかけた。

西播社保協・定期総会

国保再生のため広範な共同を

加盟各団体から 64 人が参加した

兵庫県保険医協会姫路・西播支部役員
　　　　　　　　　（2011年８月現在・地区別・五十音順・敬称略）

■支部役員　（2010 年７月～ 2012 年６月）

＜支 部 長＞１人	   宗実　琴子（姫路市）
＜副支部長＞ 6 人	   池内　春樹（姫路市）　　　　河原　幸義（相生市）	 　　	
			     湯之上　茂（姫路市）　　　　清水　映二（たつの市）
 　　　　　　　　　 正木　茂博（神崎郡） 　　　   高森　信岳（たつの市）
＜幹　　事＞ 12 人   石橋　悦次（姫路市）	 　　宇野　千里（たつの市）
　　　　　　　  　　津田　賢治（姫路市）	 　　京　　寿学（相生市）
			     綱島　武彦（姫路市）	 　　長濱　通正（相生市）
			     西川　義規（姫路市）	 　　宮崎医津博（赤穂市）
			     野中　仁作（姫路市）	 　　白岩　一心（赤穂郡）
			     古谷　素敏（姫路市）	 　　宮本美智子（佐用郡）
＜顧　　問＞１人	   杉本　敏夫（相生市）

■協会役員　（2011 年６月～ 2013 年５月）

＜理 事 長＞１人	     池内　春樹（姫路市）
＜理      事＞６人	 　石橋　悦次（姫路市）	 　正木　茂博（神崎郡）
			   　宗実　琴子（姫路市）	 　清水　映二（たつの市）
　　　　　　　　　　高森　信岳（たつの市）　  白岩　一心（赤穂郡）新
＜参　   与＞１人	 　杉本　敏夫（相生市）
＜評  議  員＞ 9 人   　綱島　武彦（姫路市）	 　河原　幸義（相生市）
　　　　　　　　　　野中　仁作（姫路市）　  　京　　寿学（相生市）
　　　　　　　　　　古谷　素敏（姫路市）　  　広田　勝之（宍粟市）新
　　　　　　　　　　桃井　健仁（姫路市）新　宮本美智子（佐用郡）
　　　　　　　　　　宇野　千里（たつの市）
＜予備評議員＞ 3 人　久保精一郎（姫路市）	     澤田　　周（赤穂市）
			   　上田　久志（揖保郡）	
＜歯科評議員＞２人　津田　賢治（姫路市）	 山田　豊和（姫路市）

姫路・西播支部　秋の企画予定

お問い合わせは、℡ 078―393―1807 小西、岡本まで。

■医療安全管理研修会■
日  時　１０月２９日 ( 土 )　15 時～ 17 時
会  場　姫路市商工会議所 501 ホール
テーマ　外来部門における院内感染対策（仮）
講　師　姫路聖マリア病院医療安全管理室　今川　嘉樹氏
参加費　1000 円　※受講証を発行

■秋のバスツアー■
日　時　11 月 13 日（日）　　　　　　
行　先　京都方面
内　容　大徳寺、和菓子作り体験など予定


